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坂本教室からのお知らせ 
 
塾からのお知らせ、徒然日記などをブログにて配信中！ 

http://katagirijuku.blogzine.jp/blog/ 

当塾のホームページからもリンクしています。 

http://www.katagirijuku.com 

※ 坂本教室の８月の休日は、 

１日(日) ８日(日) １３日(金)～１５日(日)  

 ２２日(日) ２９日(日)  です。  

おお迎迎ええ時時のの車車のの混混雑雑ににつついいてて、、保保護護者者のの皆皆様様ににごご理理解解ととごご協協力力ををおお願願

いい致致ししまますす。。おお迎迎ええのの際際ににはは、、駐駐車車場場内内ででのの安安全全走走行行、、エエンンジジンン停停止止

ににごご協協力力いいたただだくくととととももにに、、ごご近近所所出出入入口口ななどどででのの路路上上待待機機、、他他のの駐駐

車車場場のの無無断断使使用用ななどどははごご遠遠慮慮いいたただだききまますすよようう、、  

重重ねねてておお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

 

 

 

 

「「
やや
っっ
たた
気気
」」っっ
てて
、、
やや
れれ
てて
なな
いい
ここ
とと
がが  

多多
いい
のの
でで
気気
をを
つつ
けけ
よよ
うう
！！  

いい
よよ
いい
よよ
やや
っっ
てて
まま
いい
りり
まま

しし
たた
。。
夏夏
休休
みみ
！！
！！  

特特
にに
高高
３３

生生
はは
そそ
のの
重重
要要
ささ
をを
十十
分分
にに
認認

識識
しし
てて
いい
てて
覚覚
悟悟
もも
出出
来来
てて
いい

るる
ここ
とと
とと
思思
いい
まま
すす
。。
中中
３３
生生

もも
、、
生生
まま
れれ
てて
初初
めめ
てて
のの
受受
験験
でで

すす
がが
、、
夏夏
休休
みみ
にに
はは
頑頑
張張
らら
ねね
ばば

なな
らら
なな
いい
とと
いい
うう
気気
持持
ちち
はは
強強

いい
よよ
うう
でで
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
高高
２２
生生

もも
夏夏
休休
みみ
かか
らら
はは
受受
験験
にに
向向
けけ

てて
のの
姿姿
勢勢
をを
正正
しし
てて
おお
かか
ねね
ばば

なな
りり
まま
せせ
んん
よよ
。。  

  

ささ
てて
とと
、、
夏夏
休休
みみ
のの
勉勉
強強
とと
普普

段段
のの
勉勉
強強
。。
何何
がが
違違
うう
かか
とと
言言
いい

まま
すす
とと
、、
自自
分分
のの
ペペ
ーー
スス
でで
勉勉
強強

でで
きき
るる
時時
間間
がが
平平
素素
とと
はは
格格
段段

にに
違違
っっ
てて
くく
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
でで

すす
。。
ここ
のの
チチ
ャャ
ンン
スス
をを
活活
かか
ささ
なな

いい
手手
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
しし
かか
しし
、、

豊豊
富富
にに
感感
じじ
るる
勉勉
強強
時時
間間
がが
災災

いい
すす
るる
のの
かか
、、
「「
勉勉
強強
すす
れれ
どど
もも

頭頭
はは
回回
らら
ずず
」」
とと
いい
っっ
たた
『『
思思
考考

のの
停停
止止
』』
現現
象象
がが
多多
々々
発発
生生
すす
るる

のの
もも
ここ
のの
夏夏
休休
みみ
のの
学学
習習
のの
特特

徴徴
でで
はは
なな
かか
ろろ
うう
かか
とと
思思
いい
、、
そそ

のの
『『
思思
考考
のの
停停
止止
』』
にに
つつ
いい
てて
書書

いい
てて
みみ
まま
すす
。。  

  

『『
思思
考考
のの
停停
止止
』』  

  

本本
をを
読読
んん
でで
いい
てて
ハハ
ッッ
とと
気気

付付
くく
とと
いい
つつ
のの
間間
にに
やや
らら
本本
のの

中中
でで
迷迷
子子
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
っっ
てて
、、

読読
んん
でで
いい
るる
はは
ずず
のの
ペペ
ーー
ジジ
のの

何何
ペペ
ーー
ジジ
もも
先先
をを
見見
てて
いい
るる
ここ

とと
っっ
てて
ああ
りり
まま
せせ
んん
かか
？？  

そそ

んん
なな
のの
がが
『『
思思
考考
のの
停停
止止
』』
でで
すす
。。

たた
ぶぶ
んん
、、
『『
思思
考考
のの
停停
止止
』』
はは
、、

数数
ああ
るる
受受
験験
生生
のの
敵敵
のの
中中
でで
、、
最最

大大
のの
敵敵
のの
一一
つつ
でで
間間
違違
いい
なな
かか

ろろ
うう
かか
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
正正

直直
、、
私私
自自
身身
、、
ここ
のの
『『
思思
考考
のの
停停

止止
』』
にに
はは  

泣泣
かか
ささ
れれ  

まま
しし
たた
。。
勉勉
強強  

をを
すす
るる
上上
でで  

『『
思思
考考
のの
停停
止止
』』  

をを
停停
止止
ささ
せせ
るる  

にに
はは
どど
うう
すす
れれ
ばば  

良良
いい
のの
かか
？？
をを
考考
ええ  

続続
けけ
てて
ここ
れれ
まま
でで
やや
っっ
てて  

きき
たた
とと
言言
っっ
てて
もも
過過
言言
でで
はは  

なな
かか
ろろ
うう
かか
とと
思思
っっ
てて
おお
りり  

まま
すす
。。
ちち
ょょ
っっ
とと
やや
やや
ここ
しし  

くく
なな
りり
まま
しし
たた
がが
・・
・・
・・
。。  

  

まま
、、
とと
にに
かか
くく
、、
私私
なな
りり  

にに
いい
ろろ
いい
ろろ
とと
考考
ええ
てて
『『
思思
考考  

のの
停停
止止
』』
のの
原原
因因
をを
考考
ええ
てて
みみ
まま  

しし
たた
。。
まま
ずず
、、
脳脳
のの
疲疲
労労
がが
原原
因因
だだ

とと
思思
いい
まま
すす
。。
「「
やや
らら
ねね
ばば
！！
」」
とと

いい
うう
気気
持持
ちち
がが
強強
くく
なな
るる
とと
、、
休休
みみ

もも
取取
らら
ずず
連連
続続
しし
てて
脳脳
をを
使使
おお
うう

とと
しし
まま
すす
。。
体体
をを
動動
かか
せせ
ばば
疲疲
れれ
るる

とと
いい
うう
のの
はは
みみ
んん
なな
分分
かか
っっ
てて
いい

るる
とと
思思
いい
まま
すす
がが
、、
脳脳
もも
体体
とと
同同
じじ

でで
、、
いい
やや
、、
体体
以以
上上
にに
疲疲
れれ
やや
すす
いい

とと
思思
いい
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
ずず
～～
っっ
とと

休休
まま
ずず
走走
りり
続続
けけ
てて
朦朦
朧朧
とと
しし
たた

時時
とと
よよ
くく
似似
たた
状状
態態
にに
なな
っっ
てて
『『
思思

考考
停停
止止
』』
にに
陥陥
っっ
てて
しし
まま
うう
のの
だだ
とと

思思
いい
まま
すす
。。
対対
策策
とと
しし
てて
はは
、、
定定
期期

的的
にに
休休
みみ
をを
取取
るる
ここ
とと
ぐぐ
らら
いい
だだ

とと
思思
いい
まま
すす
。。
私私
はは
、、
横横
にに
なな
っっ
てて

クク
ララ
シシ
ッッ
クク
をを
聞聞
いい
たた
りり
しし
たた
ここ

とと
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
がが
、、
心心
地地
好好
いい
音音

楽楽
のの
中中
、、
尋尋
常常
でで
はは
なな
いい
ほほ
どど
昼昼
寝寝

をを
しし
てて
しし
まま
いい
（（
８８
時時
間間
くく
らら

いい
？？
））
、、
激激
しし
くく
反反
省省
しし
たた
ここ
とと
もも

ああ
りり
まま
すす
のの
でで
、、
経経
験験
者者
かか
らら
言言
わわ

せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
とと
、、
１１
００
分分
～～

１１
５５
分分
のの
休休
憩憩
にに
留留
めめ
てて
おお
きき
まま

しし
ょょ
うう
。。  

  

「「
苦苦
手手
教教
科科
」」
のの
勉勉
強強
をを
しし
てて
るる

時時
もも
「「
思思
考考
停停
止止
」」
にに
陥陥
りり
易易
いい
とと

思思
いい
まま
すす
。。
本本
をを
読読
んん
でで
もも
分分
かか
らら

なな
いい
のの
でで
、、「「
ここ
れれ
以以
上上
読読
むむ
とと
ママ
ジジ

でで
ヤヤ
ババ
イイ
！！
」」
とと
いい
うう
生生
命命
維維
持持
本本

能能
がが
働働
くく
かか
らら
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？  

見見  

事事
にに
いい
つつ
のの
間間
にに
やや
らら
思思
考考
がが  

自自
動動
停停
止止
しし
てて
しし
まま
いい
まま  

すす
。。
もも
ちち
ろろ
んん
そそ
のの
苦苦  

手手
度度
合合
いい
にに
もも  

よよ
るる
のの
でで
すす
がが
・・
・・
・・
。。  

対対
策策
とと
しし
てて
はは
、、
キキ
ーー  

ワワ
ーー
ドド
、、
キキ
ーー
フフ
レレ
ーー
ズズ  

をを
ノノ
ーー
トト
にに
書書
きき
出出
しし  

てて
、、
線線
でで
繋繋
げげ
たた
りり
囲囲
んん
でで

みみ
たた
りり
しし
てて
、、
自自
分分
のの
ココ
メメ
ンン
トト
をを

おお
もも
しし
ろろ
おお
かか
しし
くく
書書
きき
込込
んん
でで
ふふ

ざざ
けけ
てて
みみ
れれ
ばば
どど
うう
でで
しし
ょょ
うう
？？  

ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた
遊遊
びび
心心
でで
随随
分分
とと
頭頭

もも
回回
りり
始始
めめ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

同同
じじ
動動
作作
をを
繰繰
りり
返返
すす
「「
ママ
ンン
ネネ

リリ
」」
もも
原原
因因
のの
一一
つつ
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。

ここ
れれ
はは
私私
だだ
けけ
なな
のの
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ

んん
がが
、、
同同
じじ
ここ
とと
をを
やや
りり
続続
けけ
てて
いい  

るる
とと
飽飽
きき
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。
本本
をを
読読

むむ
なな
らら
本本
をを
読読
むむ
だだ
けけ
、、
ノノ
ーー
トト
にに

書書
くく
なな
らら
ノノ
ーー
トト
にに
書書
くく
だだ
けけ
とと
なな

っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。
そそ
うう
なな
るる
とと
、、

勉勉
強強
とと
いい
うう
よよ
りり
もも
「「
作作
業業
」」
とと
なな

っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。
ここ
のの
対対
策策
にに
はは

本本
当当
にに
苦苦
労労
しし
まま
しし
たた
。。「「
ママ
ンン
ネネ
リリ

をを
打打
破破
すす
るる
にに
はは
刺刺
激激
だだ
！！
」」
とと
考考

ええ
、、
声声
にに
出出
しし
なな
がが
らら
勉勉
強強
しし
てて
みみ

たた
りり
、、
足足
でで
ドド
ンン
ドド
ンン
とと
リリ
ズズ
ムム
をを

取取
りり
なな
がが
らら
勉勉
強強
しし
てて
みみ
たた
りり
しし
まま

しし
たた
。。
たた
だだ
、、
自自
習習
室室
でで
そそ
れれ
をを
やや

っっ
てて
しし
まま
っっ
てて
「「
うう
るる
ささ
いい
。。
みみ
んん

なな
のの
邪邪
魔魔
じじ
ゃゃ
！！
」」
とと
追追
いい
出出
ささ
れれ

たた
悲悲
しし
いい
過過
去去
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
でで
、、

ここ
のの
対対
策策
とと
しし
てて
ベベ
タタ
ーー
だだ
とと
思思
わわ

れれ
るる
もも
のの
はは
、、「「
頭頭
のの
中中
でで
、、
自自
分分
のの

言言
葉葉
でで
しし
ゃゃ
べべ
りり
なな
がが
らら
勉勉
強強
すす

るる
。。
自自
分分
にに
教教
ええ
るる
よよ
うう
にに
、、  

そそ
しし
てて
時時
にに
突突
っっ
込込
みみ
なな
がが
らら
。。
」」

とと
いい
うう
勉勉
強強
法法
？？
（（
とと
言言
っっ
てて
良良
いい

のの
かか
？？
？？
？？
））
でで
すす
。。
「「
ほほ
んん
だだ
きき

んん
分分
かか
るる
かか
、、
俺俺
？？  

ここ
ここ
はは
ここ
うう

やや
きき
んん
ここ
うう
なな
んん
やや
。。
いい
やや
いい  

やや
いい
やや
いい
やや
～～
。。
そそ
ここ
はは
ここ  

うう
やや
でで
！！
」」
とと
かか
。。
方方
言言  

丸丸
出出
しし
でで
。。
最最
初初  

はは
ふふ
ざざ
けけ
てて  

やや
っっ
てて
おお
りり  

まま
しし
たた
がが
、、  

自自
分分
のの
言言  

葉葉
にに
しし
てて  

みみ
るる
ここ  

とと
でで
、、
気気
のの
せせ
いい
かか
もも
知知
れれ
まま  

せせ
んん
がが
、、
随随
分分
とと
頭頭
にに
はは
入入
りり  

易易
いい
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。
たた
だだ
、、
世世
界界

史史
のの
勉勉
強強
をを
しし
てて
いい
てて
「「
ほほ
んん
でで
イイ

ギギ
リリ
スス
のの
おお
っっ
ささ
んん
がが
怒怒
っっ
たた
んん

やや
。。
そそ
らら
怒怒
るる
わわ
なな
ぁぁ
。。
ここ
なな
んん
ここ

とと
ささ
れれ
たた
らら
。。
けけ
どど
、、
フフ
ララ
ンン
スス
のの

おお
っっ
ささ
んん
もも
怒怒
っっ
てて
なな
ぁぁ
・・
・・
・・
」」

とと
やや
っっ
てて
いい
るる
うう
ちち
にに
、、
「「
おお
っっ  

ささ
んん
」」
だだ
らら
けけ
にに
なな
っっ
てて
しし
まま  

いい
、、
自自
分分
のの
語語
彙彙
のの
貧貧
しし
ささ  

をを
痛痛
感感
しし
てて
しし
まま
うう
ここ
とと
もも
ああ
りり

まま
しし
たた
。。
そそ
のの
後後
、、
しし
ばば
らら
くく
しし  

てて
「「
おお
じじ
ささ
まま
」」
がが
オオ
ララ
ンン
ダダ
にに
現現

れれ
まま
しし
たた
。。  

  

そそ
しし
てて
、、
受受
験験
学学
年年
のの
人人
にに  

現現
れれ
るる
「「
焦焦
りり
・・
不不
安安
」」
がが
原原  

因因
とと
なな
るる
『『
思思
考考
停停
止止
』』
でで
すす
。。  

受受
験験
生生
にに
もも
なな
るる
とと
、、
どど
んん
なな
人人
でで

もも
、、
大大
なな
りり
小小
なな
りり
「「
焦焦
りり
・・  

不不
安安
」」
はは
ああ
りり
まま
すす
。。
日日
がが  

経経
つつ
にに
つつ
れれ
焦焦
りり
・・
不不
安安
」」  

にに
対対
しし
てて
気気
がが
向向
かか
いい
まま  

すす
。。
「「
焦焦
りり
・・
不不
安安
」」
にに
対対
しし
てて
気気

 

がが
向向
かか
っっ
てて
しし
まま
うう
とと
、、
そそ
のの
分分
、、
勉勉
強強
にに
向向

かか
うう
べべ
きき
気気
がが
削削
がが
れれ
てて
しし
まま
うう
わわ
けけ
でで
、、
そそ

ここ
かか
らら
『『
思思
考考
停停
止止
』』
がが
始始
まま
りり
まま
すす
。。
対対
策策

はは
「「
悩悩
んん
だだ
りり
焦焦
らら
なな
いい
ここ
とと
」」
とと
しし
かか
言言
ええ

まま
せせ
んん
がが
、、
そそ
んん
なな
もも
のの
でで
もも
無無
いい
のの
もも
よよ
くく

分分
かか
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
「「
焦焦
るる
なな
」」
とと
言言
わわ
れれ

れれ
ばば
焦焦
っっ
てて
しし
まま
うう
のの
がが
人人
のの
常常
でで
すす
かか

らら
・・
・・
・・
。。
もも
うう
、、
逆逆
にに
「「
焦焦
れれ
！！
」」
とと
言言
うう

方方
がが
清清
々々
しし
いい
よよ
うう
にに
もも
感感
じじ
てて
おお
りり
まま
すす
。。

どど
のの
道道
、、
みみ
んん
なな
少少
なな
かか
らら
ずず
焦焦
るる
のの
でで
すす
かか

らら
、、
「「
焦焦
りり
」」
とと
上上
手手
にに
付付
きき
合合
ええ
るる
かか
どど
うう

かか
がが
大大
切切
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
今今
かか
らら
受受
験験
まま

でで
、、
時時
間間
はは
限限
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
でで
きき
るる
ここ
とと

もも
限限
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
回回
りり
のの
友友
達達
がが
何何
をを
しし

てて
いい
るる
のの
かか
がが
気気
にに
なな
っっ
てて
みみ
たた
りり
、、
自自
分分
がが

しし
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
無無
駄駄
でで
はは
なな
いい
かか
とと
不不
安安  

にに
なな
っっ
てて
みみ
たた
りり
すす
るる
かか
もも
しし
れれ  

まま
せせ
んん
がが
、、
「「
自自
分分
がが
考考
ええ
、、
自自
分分
がが  

今今
やや
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
ベベ
スス
トト
」」
なな
んん
だだ
とと  

考考
ええ
、、
たた
だだ
ひひ
たた
すす
らら
にに
信信
じじ
、、
日日
々々
をを  

送送
るる
ここ
とと
がが
大大
切切
だだ
ろろ
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

勉勉
強強
しし
てて
いい
るる
時時
にに
、、
ふふ
とと
焦焦
っっ
たた
りり  

迷迷
っっ
たた
りり
すす
るる
ここ
とと
がが
ああ
るる
かか
もも
しし  

れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
前前
にに
進進
もも
うう
とと
しし
てて
いい  

るる
限限
りり
絶絶
対対
にに
前前
にに
進進
んん
でで
いい
るる  

のの
だだ
かか
らら
大大
丈丈
夫夫
でで
すす
。。
安安
心心
しし
てて
焦焦  

っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
そそ
れれ
がが
「「
焦焦
りり
」」
対対  

策策
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  
  
  
  

『『
思思
考考
のの
回回
転転
』』  

  
  

ここ
れれ
まま
でで
、、
卒卒
業業
しし
てて
いい
くく
塾塾
生生
をを
見見
てて  

きき
てて
思思
うう
のの
でで
すす
がが
、、
「「
辛辛
いい
なな  

ぁぁ
・・
苦苦
しし
いい
なな
ぁぁ
」」
とと  

思思
っっ
てて
てて
もも
、、
そそ
のの
中中  

でで
何何
かか
楽楽
しし
いい
ここ
とと
をを  

見見
つつ
けけ
出出
しし
、、
楽楽
しし
くく
なな  

るる
よよ
うう
にに
工工
夫夫
しし
てて
自自  

分分
をを
盛盛
りり
上上
げげ
てて
るる  

人人
っっ
てて
たた
くく
まま
しし
くく
受受
験験  

をを
乗乗
りり
切切
っっ
てて
いい
きき
まま
すす
。。
別別  

にに
、、
彼彼
等等
がが
鈍鈍
感感
でで
悩悩
みみ
をを
知知
らら  

なな
いい
とと
いい
うう
わわ
けけ
でで
もも
無無
くく
、、
不不  

安安
をを
口口
にに
しし
、、
涙涙
をを
流流
しし
なな
がが
らら  

でで
もも
「「
明明
るる
ささ
、、
楽楽
しし
ささ
」」
をを
大大
切切
にに
しし
てて  

いい
たた
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。
「「
伸伸
びび
るる
」」
にに  

はは
素素
朴朴
なな
好好
奇奇
心心
かか
らら
のの
『『
思思
考考
のの
回回  

転転
』』
がが
必必
要要
でで
、、
素素
朴朴
なな
好好
奇奇
心心  

をを
刺刺
激激
すす
るる
にに
はは
「「
明明
るる
ささ
・・
楽楽
しし
ささ
」」  

がが
必必
要要
なな
のの
だだ
ろろ
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。
苦苦  

しし
いい
時時
っっ
てて
、、
いい
ろろ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
力力  

をを
入入
れれ
てて
しし
まま
うう
もも
のの
でで
すす
がが
、、
逆逆  

にに
、、
そそ
んん
なな
時時
ここ
そそ
肩肩
のの
力力
をを
抜抜
いい  

てて
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
だだ
けけ
遊遊
びび
心心
をを
持持  

っっ
てて
、、
『『
思思
考考
をを
回回
転転
』』
ささ
せせ
るる  

ここ
とと
がが
大大
切切
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

「「地地理理はは暗暗記記科科目目ででははなないい」」とといいううこことと。。ここれれがが  
ままずず衝衝撃撃ででししたた。。必必要要最最小小限限ののここととはは暗暗記記。。ああととはは

地地理理的的思思考考力力。。セセンンタターー試試験験でで地地理理をを受受けけるる人人はは受受

講講すするるべべききだだとと思思いいまますす。。「「ハハイイレレベベルル数数学学ⅡⅡBB  」」
はは、、難難ししそそううでで解解答答のの１１行行目目かからら思思いいつつかかなないいよようう

なな問問題題をを、、ひひららめめききででははななくく論論理理的的にに考考ええてて解解法法をを

見見つつけけるる。。単単純純にに計計算算すするるととととんんででももなないいここととにになな

るる問問題題をを、、ううままくく楽楽にに解解くく。。そそんんなな感感じじのの名名前前通通りり

ハハイイレレベベルル。。わわかかららななけけれればば２２回回目目、、３３回回目目ががああるる

ののががササテテラライイトトのの良良ささだだとと思思いいまますす。。  ((  TT..  FF くくんん))    

ででききるるだだけけ毎毎日日見見るるよよううににししままししたた。。自自分分でで何何ををししたたららよよいいかか分分かかららななくくなな

っったた時時ななどど本本当当にに助助かかりりままししたた。。聞聞ききののががししててもも繰繰りり返返しし見見てて理理解解ででききるるかか

ららよよくく頭頭にに入入りりままししたた。。「「パパーーフフェェククトト日日本本史史」」はは細細かかくく、、テテーーママごごととででままとと

めめらられれてていいてて分分かかりりややすすくく、、「「セセンンタターー数数学学」」もも解解きき方方ななどど省省略略すするるここととななくく

丁丁寧寧ででつついいてていいけけままししたた。。「「セセンンタターー生生物物」」ははセセンンタターーのの過過去去問問をを解解くく時時間間のの

ななかかっったた私私ににととっっててははすすごごくく価価値値ののああるるももののででししたた。。((  NN..  GG ささんん))  

「「パパーーフフェェククトト日日本本史史」」はは何何度度もも受受講講しし

ままししたた。。学学校校でで習習っっててなないいととこころろももややるる

よよううににししてて、、学学校校のの授授業業でで復復習習すするる感感じじ

ににししままししたた。。「「ここれれ、、知知っっててるる！！」」とと思思

ええるるとと楽楽ししかかっったたでですす。。おおかかげげでで日日本本史史

がが得得意意科科目目ににななりりままししたた。。((  MM..TT くくんん))  

「「セセンンタターー地地理理」」のの瀬瀬川川先先生生のの  
授授業業はは本本当当ににいいいいでですす。。模模試試ででのの

点点数数がが２２００～～３３００点点ぐぐららいいアアッッププ

ししままししたた。。「「ハハイイレレベベルル数数学学」」ははけけ

っっここうう難難ししかかっったたけけどど問問題題ににたたくく

ささんん触触れれらられれるるののででいいいいでですす。。  
((  YY..  SS くくんん))  

植植村村先先生生のの「「パパーーフフェェククトト世世界界史史」」ががととててもも役役立立  
ちちままししたた。。世世界界史史はは本本当当にに大大嫌嫌いいだだっったたけけどど本本当当にに

好好ききににななっったたしし、、基基礎礎ががかかななりり身身ににつつくくののでで、、セセンン

タターーににはは十十分分対対応応ででききるるとと思思いいまますす。。何何度度ももくくりり返返

しし、、受受講講すするるここととををおお勧勧めめししまますす。。ああとと、、「「セセンンタターー

試試験験リリススニニンンググ対対策策」」のの講講座座ももかかななりり役役立立ちちままししたた。。

講講座座をを受受講講ししだだししててかかららはは、、聴聴きき方方ののポポイインントトがが分分

かかるるののでで、、少少ししずずつつ点点数数がが伸伸びびてていいきき、、セセンンタターーでで

ははままずずままずずのの点点数数がが取取れれままししたた。。((  CC..  II ささんん))

夏夏休休みみかからら河河合合ササテテラライイトト講講座座ででレレベベルルアアッッププししよよううとと考考ええてていいるる皆皆ささんんへへ。。  

ササテテラライイトト講講座座ををううままくく活活用用ししてて受受験験をを制制ししたた卒卒業業生生たたちちのの声声ををごご紹紹介介ししまますす。。  

 


